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※授業アイディアは，ホームページからそれぞれワークシートがダウンロードできます。 
 
 

 

学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

条件に合うわり算の式を多様に見付ける

ことができる。見付けた組み合わせを整理し

ていく中で，きまりを見付けるよさに気付く

ことができる。 

小４ 
 

□に１～９の数字を入れましょう。(□

に同じ数字が入ってもかまいません。)

 
 
 
 
 
 
 

・まず， に入る数を自由に考えさせるが，

問題の意味理解を深めるために，題意に当

てはまらない場合を示す。 
・数通りの答えが出た後， に入る数に何か

きまりがないか考えさせる。 
・最後は，わる数が３や４の場合の問題作り

につなげてもよい。 
[解答例](Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ)＝(１，

２，２，１，２，２，２)，(１， 

２，２，２，４，４，４），… 

ＢＣＥＦＧには２の倍数しか 

 入らない。また，Ｂ＝Ｃ，Ｅ 

 ＝Ｆ＝Ｇになる，などのきま 

 りに気付かせたい。 

わり算の筆算 
(小４) 

[ねらい] 

商や余りのもつ意味を考えながら，指定さ

れた年の干支が何であるかを考えることが

できる。 

小４ 
 

2007 年は，いのしし年(亥年)です。

2050 年は何年でしょう。また，西暦１

年は何年でしょう。 

 

子
ね

 丑
うし

 寅
とら

 卯
う

 

辰
たつ

 巳
み

 午
うま

 未
ひつじ

 

申
さる

 酉
とり

 戌
いぬ

 亥
い

 
 

・2008年は子年，2009年は丑年，2010年は寅

年，…というように1年ごとに変わってい

くイメージをもたせる。 

・12年で一回りすることを確認し，わる数が

12になること，余りの意味を考えさせる。 

 [解答例]12年後，12年前がちょうど亥年に

なる。わり切れたら亥年。 

2050年…43÷12＝３あまり７になり，2050

から７をひいた2043年が亥年になる。よっ

て2050年は午年になる。 

 西暦１年…2007÷12＝167あまり３にな

り，2007から３をひいた2004年前の西暦３

年が亥年。よって西暦１年は酉年。 

わり算の筆算 

(小４) 
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実施可能な対象学年です。(それ以上の学

年でも使っていただきたい内容です。) 

問題のねらい及び指導するに当たっての

留意点，解答例などを示しています。 
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どし 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

数の相対的な大きさを基にして，大きな

数のイメージをもつことができる。 

小４ 
 

(1)１円玉の直径は２㎝です。１円玉を

何枚ならべると100ｍの長さになるでし

ょう。 

 

(2)１円玉を唐津市から佐賀市まで一列

にならべていこうと思います。およそ

50kmの道のりがあります。１円玉は何枚

ならぶでしょう。 

・１円玉の特徴(直径２cm，重さ１ｇ)を確

認する。 

・10枚分で20cm，100枚分で200cm(２ｍ)…

というように長さの既習事項について確

認する。 

・ものさしが無い場合でも，身近な物を使

えば，長さが表せることを知ることで，

生活の中での活用に広げることができ

る。 

[解答例] (1)5000 枚 (2)250 万枚 

大きな数 

(小４) 

 

わり算(小４) 

 

長さ(小３) 

[ねらい] 

 身近な事象と算数とのかかわりについ

て，問題を見付けて考えることができる。

表から必要な情報を読み取ることができ

る。 

小４ 
 

給食の牛乳パック約24個でトイレット

ペーパーが１個できます。むつごろう小

で10月に集めた牛乳パックで，トイレッ

トペーパーは約何個できるでしょう。 

  

児童の数 320 人 

先生の数 30人 

10月に 

給食を食べた回数 
22回 

牛乳の量 200ml 

牛乳パックの重さ 約 20ｇ 

・給食の牛乳パック24個でトイレットペー

パーが１個できることを確認する。 

・10月に何個の牛乳パックが集まったかが

分かればいいことを確認する。 

・表から必要な条件のみを使って計算する

ことを伝える。 

・余りを切り捨てることを実際の場面で考

えさせる。 

・表を使った新たな問題作りをさせ，算数

の活用場面を広げる。 

[解答例] 

式 (320＋30)×22÷24＝320 あまり 20 

答え 320 個 

わり算(小４) 

 

かけ算(小３) 

 

[ねらい] 

複合図形の面積を求めるだけでなく，式

を見ていろいろな面積の求め方を考えるこ

とができる。 

小４ 
 
 
 
 
 
 
 

下の図形の面積を求めました。式を見て

どのように面積を求めたか図に表しま

しょう。 
 
 
 
 
 
 
 

・まず面積を求めさせる。解き方には触れ

ず，面積が何㎠になるか確認する。 
・次ページに示す(1)から(5)までの式を基

に図に補助線を入れさせて，式のもつ意

味について意見を交流させる。 
・途中の式がどこの面積のことを表してい

るのか，確認しながらまとめる。 

式と計算 

(小４) 

 

面積(小４) 

[むつごろう小で調べたこと] 

６㎝ 
３㎝

５㎝ 

10 ㎝ 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

 (1) ６×５＋３×５ 

(2) ３×10＋３×５ 

(3) ６×10－３×５ 

(4) (10＋５)×３ 

(5) (６＋３)×５ 

 

 

 

 

 

 

 

・面積の学習を一通り終えた時期に，複合

図形の求積の復習として位置付けたい。 
 
[解答例] 

 (1)     (2)      (3) 
 
 
(4)            (5) 

 

[ねらい] 

箱の面の構成を考えて工夫して面積を

求めることができる。 

小４ 
 

下のような箱を作りました。箱の面に色

紙を切りばりして，かざりたいと思いま

す。むだなく用意するには，何㎠の色紙

があればよいでしょう。 ・箱の形を思い出させ，各面の図形に注目

させ，６つの長方形からできていること

を確認する。 

・全体での学び合いの中で，２つずつ同じ

形があり，×２で表すことができること

を確認する。 

・終末に，「１㎠のタイルを敷き詰めるとし

たら何枚タイルが必要でしょう。」と問い

掛け，面積を求めることは１㎠の正方形

がいくつ分かを求めるということを再認

識させる。 

・「牛乳パックで立方体を作り色紙をはる」

という場面を考えさせ，活用場面を広げ

る。 

 

[解答例] 

・各面の面積を求めてたす。 

40＋40＋30＋30＋48＋48＝236 

・同じ面が２面ずつあるので２倍してたす。 

40×２＋30×２＋48×２＝236 

・どの面も２面ずつあるのでまとめて２倍

する。 

(40＋30＋48)×２＝236 

【p.22 小学校 実践事例Ⅰ】 

 

面積(小４) 

 

式と計算 

(小４) 

 

はこの形 

(小３) 

 
５㎝ 

６㎝ 

８㎝ 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

図形の特徴をとらえて，面積の求め方を

考えることができる。条件の変化に気付き，

色紙と面積の関係を考えることができる。 

小４ 
 

(1)１辺が10ｃｍの正方形の色紙３枚を

下のようにはり合わせたときの面積を

求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

(2)10枚はり合せたときの面積を求めま

しょう。 

・実際の正方形の用紙を図のように４分の

１ずつずらしてはり合わせながら提示

し，問題場面をとらえさせる。 

・いろいろな求め方を出し合わせることで，

同じ面積を求めるのに幾通りもの考え方

があることを確認する。 

・４枚のとき，５枚のとき，･･･の面積の変

わり方を表にまとめさせる。 

・表からきまりがあることに気付かせる。 

 

[解答例] 

(1)250 ㎠  

(2)775 ㎠ 

 

 

 

 

面積(小４) 

 

変わり方 

(小４) 

 

式と計算 

(小４) 

 

 

 

[ねらい] 

三角定規の角を合成することで120°の

角の作り方を多様に考え出すことができ

る。 

小４ 
 

三角定規を組み合わせて 120°を作り

ましょう。 

・三角定規の角を組み合わせることで角度

を作ることができることを確認する。 

・１組の三角定規を用い，90°＋30°で作

ることができることを一人一人実際に操

作しながら共通理解する。 

・グループで同形の三角定規も数枚使って

120°を作ることができないか考えを出

し合い，発表させる。 

・他の角(例えば 150°，160°，…)なども

作ることができないか，活用場面を広げ

る。 

 

[解答例] 

 90＋30，60＋60，60＋30＋30，45＋45＋

30，・・・・ 

 

角の大きさ 

(小４) 

 

式と計算 

(小４) 

５㎝ 

10㎝ 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

縦，横の長さの変わり方を表に表し，最

も面積が大きくなる組み合わせを見付ける

ことができる。 

小４ 
 

長さが20ｍのひもで長方形または正方

形の遊び場を作ります。一番面積が大き

くなるのは，たてと横の長さがそれぞれ

何ｍのときでしょう。 

 ・周りの長さが同じでも，広さ(面積)が違

うことを，実際に数値に当てはめて考え

させることにより，再確認する。 

・変わり方に着目させるために，辺の長さ

と面積の関係を表にまとめる。 

・辺の長さと面積の関係を調べる活動を通

して，面積の意味理解を深めさせる。 

 

 

[解答例]  

一辺が５ｍの正方形になるとき。 

 

 

 

 
 

変わり方 

(小４) 

 

面積(小４) 

 

式と計算 

(小４) 

 

 
 
 

[ねらい] 

わりきれないわり算の答えの中には，同

じ数字の組み合わせが続くものがあること

に気付くことができる。繰り返し続く同じ

数字の組み合わせを活用して，問題を解く

ことができる。 

小５ 
 

(1)次のわり算をしましょう。 

①１÷３ 

②２÷11 

③１÷７ 

 

(2)②の小数第百位には何の数字が立つ

でしょう。 ・まず，筆算で計算させる。計算に自信が

ない児童には電卓を準備する。 

・２÷11 は循環小数になり，決まった数が

繰り返し出てくることを確認し，小数第

百位の数字を予想させる。 

・１÷７も循環小数になることを知らせ，

実際に計算させる。 

[解答例] 

(1)①１÷３＝0.333333… 

  ②２÷11＝0.181818… 

  ③１÷７＝0.142857142857… 

 

(2)②の小数第百位は８が立つことにな

る。 

 

小数のわり算 

(小５) 
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学年   指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

量を表す分数と割合を表す分数を対比し

て考え，分数の意味理解を深めることがで

きる。 

小５ 
 

(1)テープの ｍの部分に色をぬりまし

ょう。      

            

  

            

        

      

 

(2)テープの長さの の部分に色をぬり

ましょう。 

            

 

           

       

 

・(1)と(2)を同時に考えさせ，一人一人の

答えを確認することで，(1)と(2)の色を

塗った部分が同じになっている児童と同

じになっていない児童がいることを確認

する。 

・ ｍとはどれだけの量かということを考

えさせ，説明を書かせ，発表させる。 

・左端から色を塗る児童もいれば，右端か

ら塗る児童もいると思われるが，どちら

も同じ ｍや であることを確認する。 

・量を表す分数と割合を表す分数を対比さ

せることで， ｍと の違いを明確にす

る。 

[解答例] 

 (1)それぞれのリボンの 50 ㎝分だけ色を

塗る。 

 (2)それぞれのリボンの半分に色を塗る。 

分数(小５) 

 

分数(小４) 

 

[ねらい] 

長方形を作るように引いた直線を基に，

図形の面積を２等分する直線を見付けるこ

とができる。長方形の面積を基に，台形，

直角三角形の面積との関係を考えることが

できる。 

小５ 
 
 

下の図のような形をしたクッキーがあ

ります。兄弟２人で等しく分けようと思

います。直線で切って分けます。クッキ

ーをすばやく２等分する直線を見つけ

ましょう。 
 
 
 

・まず全体の面積(120 ㎠）を求めさせる。 

・１人分が60㎠になることを確認する。 

・10㎝×６㎝＝60㎠の長方形を例示するこ

とで60㎠の広さの図形のイメージをもた

せる。 

・面積を２等分する直線が何本もできるこ

とをコンピュータを利用して説明する。 
 

[解答例] 

 
 
 
 

【p.25 小学校 実践事例Ⅱ】 

四角形と三角

形の面積 

(小５) 

 

三角形(小４) 

 

面積(小４) 

 

 

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

2
1

３ｍ 
２ｍ 
１ｍ 
50 ㎝ 

３ｍ 
２ｍ 
１ｍ 
50 ㎝ 2

1

10 ㎝ 

15 ㎝ 

５㎝ 

９㎝ 



 - 10 -

学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

三角形の頂点を底辺に平行な直線上で移

動させても面積は変わらないことを理解す

ることができる。 

小５ 
 
 

(1)底辺が 10 ㎝で面積が 30 ㎠になる三

角形を下の方眼紙にかきましょう。 

(太線を底辺としてかきましょう。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)(1)で分かったことをもとに，下の四

角形の点Ｄを移動して，四角形と同じ面

積の三角形をかきましょう。 

 

・まず(1)で底辺が同じで面積が30㎠になる

三角形を一人一人にかかせ，図形を見比

べ気付きを発表させる。 

・底辺から６㎝の幅の底辺と平行な直線上

に頂点があることを確認する。 

・(1)から分かること(底辺に平行な直線上

に頂点がある場合，面積が同じになるこ

と)を確認し(2)の問題に取り組ませる。 

・平行線を利用し頂点を移動させることで

四角形を三角形に変身させて面積を求め

ることができることを知らせる。 

[解答例] 

 (1) 省略 (2) 

 

 

 

三角形の面積 

(小５) 

 

垂直と平行 

(小５) 

 

[ねらい] 

円周を求める公式を活用して，小円を周

る場合と大円を周る場合の距離の差を求め

る方法を考えることができる。 

小５ 
 
 

大和小学校では，運動会で「台風の目」

という競技をします。５ｍの棒を持っ

て，下の図のようにコーンを回りながら

５人でならんで走る競技です。内側の人

と外側の人では，何ｍ走る距離が違うで

しょう。 
 
   

・問題場面を把握させるために，台風の目

の競技方法について説明し，外側の人が

内側の人よりも走る距離が長くなること

を確認する。(実際に回らせるとよい。) 
・内側の人が半径１ｍの円周，１番外側の

人が半径５ｍの円周を走ることを確認す

る。 
・内側の円，外側の円を黒板に提示する。 
 
[解答例] 

式５×２×3.14－１×２×3.14＝25.12 

答え 25.12ｍ 

円と円周 

(小５) 

 

計算のきまり 

(小４) 

 

 

○ ○ ○ ○ ○ 

１m 
コーン 

４m

１m 

５m 

Ｄ

C B 

A 
Ｄ

１㎝ 
１㎝ 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

生活場面から割合の関係を見付け，問題

解決に進んで役立てようとしている。割合

の関係を条件を整理して数式に表すことが

できる。 

小５ 
 
 

むつごろうストアーは，毎週土曜日に

100円均一セールをしています。今度の

日曜日は，特別セールで全商品30％引き

になります。また，来週の水曜日は１周

年記念セールで全商品50円引きになり

ます。定価170円のノート，140円のペン，

130円のペンキャップを１つずつ買いた

いと思っています。忙しくて買い物には

1日だけしか行けません。何曜日に行っ

た方が得でしょう。 
(消費税はすでに含まれた値段としま

す。) 

 
 

・土曜日の場合，日曜日の場合，水曜日の

場合の条件の違いを確認する。 
・３つの商品を同じ日に買うことを確認す

る。 
・曜日ごとに代金を求める計算の方法を確

かめていく。 
・実際の新聞ちらしを提示し，生活で同じ

ような場面があることを意識させる。 
 
[解答例] 

土曜日 100×３＝300 

日曜日 (170＋140＋130)×0.7＝308 

水曜日 170＋140＋130－50×３＝290 

答え 来週の水曜日 

百分率とグラ

フ(小５) 

[ねらい] 

グラフから，資料の特徴や傾向を読み取

ることができる。 

小５ 
 

おさむさんは，これからの食料生産の学

習でグラフを見ています。 

(1)次のグラフを見て気付いたことを発

表しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)下の表を棒グラフに表しましょう。

 

・まず，何について表しているグラフかを

確認し，考える時間を十分もつ。 
・(2)では，棒グラフをかく用紙を準備し，

表題は何にするか，縦軸，横軸は何を表

すかを確認する。 
・(2)でかいたグラフを基に，気付きを発表

させる。 
 
[解答例] 

(1)「大豆や小麦の自給率が低い。」など 
 (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百分率とグラ

フ(小５)   

（農林水産省2005年）

（農林水産省2000年）

年       

       

1960 1970 1980 1990 2000 2005 

79 60 53 48 40 40食料自給率(％) 

％ 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 

百分率の学習を活用し，シュートの成功

率を求めることができる。百分率に合わせ

て，シュートの本数を求めることができる。 

小５ 
 
 

仙太さんは，バスケットボールの試合で

16本中４本のシュートを成功させまし

た。 

(1)仙太さんのシュートの成功率は何％

でしょう。 

(2)仙太さんは，シュートの成功率を

50％にしたいと思っています。今から続

けて何本入れば，50％になるでしょう。

 

・シュートの成功率について説明する。 

(投げた回数を基にする量「１」としたと

きの，入ったシュートの割合) 

・シュートの成功率を求めさせ，百分率の

求め方を確認する。 

・「成功率を50％にしたい」という場面を説

明する。 

・表を作って考えさせる。 

・説明する場合には線分図も準備する。 

・成功率，合格率，当選率など身近な活用

場面を知らせる。 

[解答例] 

(1)４÷16＝0.25   答え 25％ 

(2)あと８本連続で入るとよい。 

百分率とグラ

フ(小５) 

[ねらい] 

分数のわり算をかけ算の式に直して考え

て，□○△に入る組み合わせを見付けるこ

とができる。見付けた組み合わせを整理し

ていく中で，きまりを見付けるよさに気付

くことができる。 

小６ □○△に１～20の数字を入れて式を完

成させましょう。 

 

 
 
       
 
 
 

・分数のわり算はかけ算に直せることを確

認し，式を変形させる。 
・問題を把握させるために，□○△に入る

数を全体で考え，一組見付ける。その後，

自由に考えさせる。 
・児童が見付けた組み合わせを表に整理す

ることで，気付いたことや見付けたきま

り等を発表させる。 
・□が20以上のときでも，そのきまりは当

てはまるか考えさせる。 
[解答例] 

□＝８，○＝４，△＝２  
□＝４，○＝２，△＝２ 

□＝２，○＝１，△＝２ 

□＝１２，○＝４，△＝３ 

□＝１，○＝１，△＝１ など 

(□は○かける△の組み合わせ) 

 

分数のかけ算

とわり算 

(小６) 

 

変わり方 

(小４) 

□       
○       
△       

 

1 
÷ ＝ 1 ÷

1 1 
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学年 学習問題 指導のポイント 関連のある単元

[ねらい] 
同じ割合でも，小数，分数，百分率，歩

合等いろいろな表し方があることを理解す

ることができる。倍や割合を表す数がどの

ような場合でも，比較量＝基準量×割合の

式を基に考えることができる。 

小６ 
 
 
 
 
 
 
 

たかひろさんは，すてきなＴシャツを見

つけました。そのＴシャツの定価は1800

円で，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのお店にありまし

た。どの店が一番安く買えるでしょう。

(消費税はすでに含まれた値段としま

す。) 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ商店：全商品定価の  の値段で販売 

Ｂ商店：全商品定価の60％で販売 

Ｃ商店：全商品，定価の４割引きで販売 

Ｄ商店：どの商品も定価の0.6倍で販売 

・歩合については，詳しく学習していない

ので，事前にレディネス調整を行う。 

・予想に反してどの店も代金が同じになる

ことから，「数字や式が違うのになぜ同じ

代金になるのかその秘密を調べよう。」と

いう課題を設定する。 

・話し合う際は，小数倍，分数倍，百分率，

歩合などの割合の表し方に着目させるこ

とで，基準量に対して同じ割合の意味で

あることに気付かせる。 

[解答例]どの店も同じ値段である。 

(理由：どの店も定価×0.6で表せるから等) 

【p.28 小学校 実践事例Ⅲ】 

 

 

分数のかけ算

とわり算 

(小６) 

 

小数のかけ算

とわり算 

(小５) 

 

百分率とグラ

フ(小５) 

 

分数と小数 

(小５) 

 

 

[ねらい] 
平均点を基にして，データの数値を考え

たり，目標点数を考えたりすることができ

る。 

小６ まさ子さんは算数のテストを５回受け，
平均83点でした。おうちの人に報告して

いますが，２回目のテストが見当たりま

せん。２回目のテストは何点だったでし

ょう。 

１回 ２回 ３回 ４回 ５回 平均

90 ？ 75 90 95 83 

 

また，平均点を85点以上にするためには

６回目に何点以上取ればよいでしょう。

・平均の意味を確認し，棒グラフ等に表す

ことで，視覚的に問題を把握させる。 

・平均83点から，５回の合計点は何点にな

るかを考えさせ，手元にあるテスト４枚

の合計点と比べさせる。 

・表等を使いながら，平均が85点の場合に

ついて考えさせる。 

・平均点から目標の点数を設定できること

を知ることで，生活の中で役立てること

ができることに気付かせる。 

 

[解答例]  

65点，95点以上 

 

 
 

平均(小６) 

5

3
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学年 学習問題 指導のポイント 関連する単元 

[ねらい] 

複合図形の体積を求めることができる。

１分間当たりに入るお湯の量を求めること

ができる。 

小６ 下のような形のお風呂にお湯をためま
した。お湯を出し始めてから12分後に見

に行くとぎりぎりいっぱいでした。次の

日，ぎりぎりいっぱいにならないよう

に，上から10㎝下のところでお湯を止め

たいと思います。お湯を出し始めてか

ら，何分後に止めに行けばよいでしょ

う。 

・模型やコンピュータ等を用いて，問題場

面を視覚的にとらえさせる。 

・複合図形の体積を求めた既習事項を確認

することで，解決方法に見通しをもたせ

る。 

・ぎりぎりいっぱいのときの体積と１分間

に入るお湯の量を基にしたいろいろな考

え方を発表させ，全体で話し合う。 

[解答例] 

10 分後 

【p.31 小学校 実践事例Ⅳ】 

 

 

体積(小６) 

 

単位量あたり

の大きさ 

(小６) 

 

比例(小６) 

 

比とその利用 

(小６) 

[ねらい] 

時計の長針と短針の作る角度について，

１分間当たりの進度の違いに着目して考え

ることができる。 

小６ 時計の長針と短針の作る角度について
考えてみましょう。 

(1)３時 
(2)８時 
(3)５時 
(4)10時10分 
 

・１回転が360度であることを確認し，３時

や８時等，簡単に求められる問題を考え

させる。 

・教室の中の時計で現在の時刻を確認し，

○時△分という場合には，短針が○時の

場所から少し移動していることに気付か

せる。 

・長針は１時間で１回転することから，１

分間当たりに何度動くかを考えさせる。 

・短針は１回転するのにどれくらいかかる

かを考えさせ，長針を参考にして１分間

当たりに何度動くか求めさせる。 

・他の時刻の場合についても考えさせる。 

 

[解答例] 

(1)90 度，270度 

(2)120 度，240度 

(3)150 度，210度 

(4)115 度，245度 

 
 

単位量あたり

の大きさ 

(小６) 

 

角の大きさ 

(小４) 

 

時計(小２) 

 

 

 

 

20㎝ 

50㎝ 

50㎝ 

50㎝ 

80㎝

50cm 

50cm 

50cm 

20cm 80cm
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学年 学習問題 指導のポイント 関連する単元

[ねらい] 

円の面積や班の人数から，どちらの班が

得かに関心をもち，その根拠を考えようと

することができる。情報を整理しながら，

一人当たりの値段や面積を求めることがで

きる。 

小６ 
 
 

Ａ班は９人，Ｂ班は 10 人のグループで

す。それぞれピザを注文しました。Ａ班

はＭサイズのピザを３枚，Ｂ班はＬサイ

ズのピザを２枚注文しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(1)どちらが一人あたりの値段が安いで

しょう。 
 

(2)どちらが一人あたりたくさん食べら

れるでしょう。 
 
 

・Ａ班とＢ班の条件を整理し，違いをはっ

きりさせる。 
・実際の大きさのピザの写真を準備しイメ

ージをもたせる。 
・近くのピザショップの広告等を提示し，

実際に，ＭサイズとＬサイズの値段や広

さを調べさせ，活用する場面を広げる。 
 
[解答例] 

(1)Ａ班約 393円/人 Ｂ班 360円/人 

Ｂ班の方が安い。 

(2)Ａ班約 151㎠/人 Ｂ班約 203㎠/人 

Ｂ班の方が多く食べられる。 

  

 

 

 

単位量当たり

の大きさ 

(小６) 

 

円周と円の面

積(小５) 

 

分数と小数 

(小５) 

 

百分率とグラ

フ(小５) 

 

 

 


